
使用方法

今回考えたものは , 観光客向けのための体験型観光施設になっています。忍者の恰好をして行くのもよし ,
雰囲気に酔いしれるのも良しとなっています。たまにイベントとしてドッキリで忍者を登場させたりするのもいいかもしれませんね
中にある家具などは観光客に買えるようにして , 途中休憩として団子やお茶などをお出ししたりもできるようになっています。
そして , 自然を守り活かしつつ地域活性化につながるようになると考えました。

突然ですが忍者はお好きですか？私は好きです。男の子や小さい子供には大人気ですね。他からも人気が出ていて ,
それが外国人からになります。なぜ人気かは一目瞭然 , ロマンがあるからです。彼らからは , 日本の伝統的なアニメや食べ物 , 侍なども好かれています。
そこで , 日本でも忍者と関わりが深い , 三重県伊賀市の音羽の自然溢れた森の中に設置しようと考えています。
忍者は日本の歴史の一つなので , 歴史を教えられる機会にもなりますし , 楽しい旅行の思い出にもなると考えられます。
そこで考えたのが , 忍者は闇にまぎれるので暗い空間に一か所の月明りとして , 天窓からだけの光を取り入れようと考えています。
建物自体を書院造にすることで、日本の伝統的な家のつくりを知ってもらえます。
そして , 月明かりが一か所だけ降っているつくりを私は「月明かりが残した痕跡」と名づけます。

コンセプト


